2007年12月16日（日）障害を越えてつながろう！反貧困キャンペーン

当事者アピール　松田昇・東本順子　（無年金在日外国人デフの会）

松田昇
「私たちは在日韓国人2世です。子どもの時から、耳が聞こえません。でも、20歳になった時、障害基礎年金の通知はきませんでした。年金制度から国籍条項が撤廃された時に、すでに20歳を過ぎている重度障害者には救済措置を作らなかったからです。障害基礎年金がないので、年金保険料の免除もありません。ろう学校やろう協の仲間達は障害基礎年金を受給して保険料は免除されています。私たちは生活していくために死ぬまで働かなくてはなりません。1982年1月1日以降に20歳になった重度障害者には、短期留学の外国人であっても障害基礎年金が全額支給されています。私たちは、日本で生まれ育ちずっと日本に納税してきましたが、国籍条項撤廃の時に20歳を超えていたという理由だけで、苦しい生活をしています。」

東本順子

「私も在日韓国人2世です。こどもの時から耳が聞こえません。でも、障害基礎年金はもらえません。私も、私の夫も障害基礎年金をもらえていません。高齢の母と妹たちが生活を助けてくれています。また、22年前に病気で手術をした時、Ｃ型肝炎に感染しました。薬害肝炎です。今は肝硬変なので、とても疲れて苦しい毎日です。病院にカルテが残っていなければ国からの救済を受けることもできません。今、一生懸命証拠を探しています。」

松田昇

「私たちは日本で生まれ育ちました。しかし、外国籍者であるために生活保護は権利ではありません。制度を準用しているだけなので、どんな決定でも不服申立をすることができません。生活保護の国庫負担率が下がれば、その影響は不服申し立てのできない私たちに強くのしかかってくるのではないかと心配しています。これから消費税が上がれば、生活はますます苦しくなります。手話通訳が有料になれば集会や役所への交渉にも行けなくなるでしょう。全ての人が人間らしく生きるためにきちんとした社会保障が必要だと思います。」
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